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THE TOWN WHICH HAS TWO GROUNDS
PROPOSAL OF CITY BLOCK IN FUTAKOTAMAGAWA SOUTH AREA
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　 “Remains” are important factor to add regional to the cities and aﬀect the growth of cities. 
The site of my design is compound close to Futakotamagawa Station where redevelopment is in 
progress. Here also are remains with a total length of 900 meters. I propose ideal way of the site 
between the redevelopment area and Tama river with this clue which has history of the city.
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　遺構。それは都市空間の成り立ちに深く影響を与え
る痕跡であり、その地に唯一無二の局所性、風土性を
育む重要な要素となり得るものである。そうした遺構
への興味から本研究は始まる。
　近年、経済原理に従って乱立する建築の中には、周
辺環境とは無関係、無秩序に建てられる建築が少なく
ない。そうした状況の中、地に根ざした建築を考える
上で、この遺構は貴重な手がかりとなるのではないだ
ろうか。
　敷地は世田谷区玉川一丁目、駅前再開発の進む二子
玉川駅にほど近い住宅地である。ここにも、取り残さ
れたかのように地を走る長さ約 900m の遺構が存在す
る。街の履歴が刻み込まれたこの遺構を手がかりに、
南に流れる多摩川と再開発地に挟まれたこの地にふさ
わしい街の在り方を提案し、修士設計とする。
< 現在の二子玉川駅周辺の概況 >
　二子玉川駅西側には玉川高島屋を中心に服飾・雑
貨・飲食などの店舗が集積しており、駅東側では大規
模な再開発事業が行われている。また、駅南側には多
摩川の河川敷が広がり、兵庫島公園など川や水に親し
める環境を有する。
< 多摩川と共にある街の形成史 >
　現在機能を果たしていない旧堤防が、なぜ住宅地を
挟んでこれほど内陸側にあるのだろうか。それは多摩
川と共にある街の形成史を辿る事で見えてくる。
ؙかつて「二子の渡し」として川を生業とする人々の
営みがある場所であった二子玉川地区は 1907 年に多
摩川の砂利運搬を目的に玉川電気鉄道が開通してから
は行楽地として栄える。1911 年頃には川近くに十数
件の料亭が存在しており、1918 年に多摩川改修工事
<900m の遺構が残る街「二子玉川」>
　本研究で対象とするのは、東京都世田谷区、二子玉
川駅前に存在する長さ約 900m の遺構である。この遺
構は 1918 年 ( 大正 7 年 ) に二子橋から河口の間の多
摩川改修工事が行われた際に築かれた昔の堤防である
が、現在では堤防としての機能は為していない。リニ
アに地を走るこの遺構が、二子玉川の都市形成にどの
ような影響を与えてきたのだろうか。
０．研究背景
１．研究
ﬁg.1　二子玉川駅前にある旧堤防
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が始まった際には立ち退きが求められるが、川と切り
離せない関係にある料亭側は反対したため現在の多摩
堤通り沿いに堤防が築かれ、洪水時に立ち退くことを
条件に料亭は提外地に残る事が許された。この堤防が
現在遺構として残る旧堤防である。
　1935 年に堤防の外側が商業地域や住居地域に指定
され、その後、戦後の住宅不足や人口増加も相まって
市街化が進むことになり、旧堤防の外側に宅地が密集
する。その後、1973 年には新たな築堤が計画される
が住民側の反対を受けるも、30 年の時を経て、2004
年に地域住民との間に再度堤防に関する勉強会が開
かれ、計画高水位までの堤防の築堤が決定された。
2014 年 7 月末、新堤防・河川敷の散策路は概ね完成
されたが、この堤防はあくまで暫定的なものであるた
め定められた計画堤防高には至っていない。この計画
堤防高に従えば、今後の整備によって接道から約 4.5m
の高さを持つ堤防となることが予期される。
< 二子玉川東地区市街地再開発事業 >
　また、二子玉川東地区では 1982 年から二子玉川東
地区第一種市街地再開発事業と称された計画により、
二子玉川駅と二子玉川公園の間に商業施設、オフィ
ス、住宅街区等がレイアウトされ、「水と緑と光のあ
ふれる、自然環境と調和した街づくり」をテーマに掲
げた、約 11.2ha に及ぶ都内最大級の民間複合再開発
が行われている。
< 層状の都市構成 >
　こうした歴史的な流れを踏まえて今一度二子玉川駅
周辺の都市構成を俯瞰してみると、再開発地、多摩堤
通り、旧堤防、住宅地、新堤防、河川敷、多摩川といっ
たリニアな要素が、層状に連なっている事がよく分か
る。現状では、一つ一つの要素が層状に連なる事で水
辺環境との間の物理的・心理的な障壁を生み出しては
いるものの、この特徴的な都市構成は、この地ならで
はの新たな景観を創り出す手がかりとなるのではない
だろうか。
ﬁg.2　リニアに連なる都市構成 
　二子玉川の形成史から読み取れたリニアな都市構成
を手がかりに、居住者と来街者に資するこの地ならで
はの景観を創出するために二子玉川南地区を再編す
る。
< 敷地概要 >
所在地 : 東京都世田谷区玉川一丁目
敷地面積 : 約 70,000㎡
用途地域 : 第一種住居地域
建蔽率 :60％
容積率 :200％
< 計画 >
　居住者、来街者の双方にとって魅力ある提案とする
ために、元々地区に建つ全住宅の権利床を 1.4 倍程に
増やし、堤防側の一部の床を商業床として利用するよ
う計画する。さらに、この地の環境、特性を活かした
緑道を計画する。
< 手法 >
　水害に対する安全性と既存の遺構を活かしたこの地
ならではの空間の豊かさ獲得を目指し、現状の地盤面
と、堤防上の天端部分、二つのレベルに「大地」を設
定して街区の設計を行っていく。今まで活用されてい
なかった堤防の天端を大地と捉えることで、リニアな
都市構成を街の計画に取り込み、さらに多摩川側、再
開発地側、内陸側という 3 つの特色を持った場をゾー
ニングしていく。
２．設計
ﬁg.3　敷地範囲
ﬁg.4　計画ダイアグラム
SITE
ﬁg.5　二つの大地を持つ構成
Total : 40000㎡ Total : 56000㎡
<Now> <Proposal>
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< 配置計画 >
　新たな二子玉川南地区のマスタープランを描く上で
留意すべき 4 つの条件を設定し、設計を行う。
1. 敷地を特徴付ける 2 つの堤防の活用
2. 敷地全体に散漫に建つ建築ボリュームの集約
3. 古くから残る既存道路の骨格を利用
4. 敷地を貫くように挿入する緑道の計画
　今回の計画が、二子玉川駅前再開発のように経済効
率を求めて高容積化する方法とは別の開発の在り方と
して、また、土地の持つポテンシャルをすくい取りな
がら計画を行う一つのモデルとして、二子玉川の地に
根付いていく事を期待する。
< 断面構成 >
　堤防際に集約した建築ボリュームは、二つのレベル
にまたがるように建て、採光や外部空間を確保するた
めに一層毎に段々状にずらしていく。地面に対して垂
直に大きな壁面を一枚建てるのではなく、一つ一つの
空間が積み重なっていくような構成とする事で、空へ
の自然な視線の抜けも生まれる。
< 謝辞 >
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　また、段々状に建つ建築は緑道と堤防の両側に対し
てテラスを持ち、住戸を街に対して開いていく。堤防
側の接地階は店舗を誘致し、居住者と来街者が二子玉
川の自然環境を感じながら日常的に利用できる場とし
て計画する。
ﬁg.6　二子玉川南地区の新たなマスタープラン
ﬁg.8　建築部分のコンセプトモデル
ﬁg.9　建物前面に緑が広がる建築
ﬁg.7　断面構成のプロセス
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